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遠軽ロータリークラブ

会長報告 本間 克明 会長②
皆さん、こんにちは。
当クラブでは例会をしばらく休会としておりま

したが、新型コロナのまん延防止等重点措置が
21日に解除され、ようやく再開することができ
ました。会員の皆さんのお姿を拝見でき、大変う
れしく思います。

さて、コロナの第6波でクラブが休会の間、道
内の冬の主なイベントも多くが中止となり、夜間
営業の飲食店も休業を余儀なくされるなど、閉塞
感が漂っていた中、北京冬季オリンピック・パラ
リンピックが開催され、日本人選手が活躍し感動
を与えてくれました。平野歩夢選手、小林稜侑選
手、高木美帆選手が見事金メダルに輝きました
が、三選手はいずれも兄弟参加、姉妹参加での挑
戦となりました。羽生結弦選手、高木菜那選手
は、限界まで挑戦する姿勢を示してくれたのが印
象的です。カーリング女子では、日本代表のロコ
ソラーレが初の決勝進出で銀メダルに輝き、日本
中がわきあがりました。
そんなオリンピックの直後、ロシアのウクライ

ナへ軍事侵攻が始まりました。侵攻は1か月にも
及んでおり、ありえない状況が現実となっています。
病院、学校までもが砲撃されており、とても悲

惨な状況です。難民として国外脱出がすすむ中、
未だ多くの住民が国内に留まっています。寒さの
中、水や食料そして医薬品が不足しており、飢え
る人々が出てきているとの報道も耳にします。
今、早急な人道支援が求められているのではない
でしょうか。
ロータリークラブにおいても、ガバナー事務所

を介し、各クラブの判断でご支援をお願いしたい
との案内が届いていますので、理事会で協議した
いと思います。
まん延防止等重点措置が解除されたとはいえ、

日々コロナの感染者は相当数発生しており、予断
は許しません。しばらくは感染防止策をとりなが
ら、クラブを運営していきたいと考えております。

【名前後の○数字は写真の番号】

★開 会 点 鐘：本間 克明 会長
★国 歌：－
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：石井 朋子 君⑩

第３０１９回例会記録
日時：2022年 ３月２４日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：前島 英樹 ＳＡＡ⑪
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⑨新クラブの設立に向
けた準備
以上を示されました。
また、国際ロータリ

ーはもとより、広域な
2500地区ではオンライ
ン開催の会合等は今後
さらに活用されるツー
ルとなる。

分科会につきまして
は、RLI方式にて4つの
グループで開催。RLI方式は、DL（ディスカッシ
ョンリーダー）によるテーマの問いかけに対し、
出席者が各自の考えを述べ合い会話を熟成させて
いきます。回答には正解がないので楽しい雰囲気
で語り合う時間とするねらいがあります。

今回は、3つのテーマ❶「クラブ活性化～会員
増強退会防止」（DL：久保元次年度第4分区G補
佐・雄武RC）→各クラブの会員増強の取り組み
と新会員研修の形態、入会してみたいと思っても
らえるクラブとは？ ❷「ロータリー財団ととも
にインパクトをもたらす」→ロータリーの使命
は？ ロータリー世界にどのようなインパクトを
もたらしている？ ロータリー財団への印象や考
えは？ ❸「RI会長テーマと地区目標」→次年度
RI会長テーマをどう捉えた？ 次年度地区目標か
らどのようなイメージが湧きましたか？ 等々を
語り合う時間でした。皆さん顔の見える状態で臨
んでいるため、真剣で活発な1日となりました。

2022-23地区組織図では、RLI推進委員会より
発展しRLI委員会（委員長葭本パストガバナー：
釧路ベイRC）と名称変更。新設ではDEI推進委員
会（委員長小谷ガバナーノミニー兼：帯広西
RC）を創設。

青少年部門に属していたローターアクト委員会
は、ローターアクト部門を新設し傘下にローター
アクト委員会を組織した。

当クラブからは地区委員として、前年に続き東
海林会員がロータリー平和フェローシップチーム
リーダーとして、成田会員も前年に続きインター
アクト委員会委員、遠藤会員が職業奉仕委員会委
員、乾淳会員が奨学金・学友チーム委員にそれぞ
れ推薦されております。ご多忙のところお引き受
けされました4会員の皆様には厚く御礼申し上げ
ます。

現時点にて地区行事の日程の決定している事案；
2022年7月24日㈰ 米山記念奨学金セミナー、

ロータリー財団セミナー
8月18日㈭ ガバナー公式訪問（夜間例会）
9月3日㈯～4日㈰ ライラセミナー（北見）

10月8日㈯～9日㈰ 地区大会（旭川）

2022-23 会長エレクト研修セミナー

ホストクラブ：旭川西RC
2022年2月27日㈰ 9：00～15：00
会場：アートホテル旭川（ZOOM開催）

2022-23年度 遠軽ロータリークラブ
会長エレクト 高井 一博⑯

当クラブよりの参加者は、次年度地区ロータリ
ー平和フェローシップチームリーダー 東海林会
員、クラブ次年度幹事 乾淳会員と私高井の3
名。このセミナーには2500地区内の次期会長幹
事を中心に171名の参加者がありました。
ガバナーエレクト久木佐知子さん（写真左）の

開会・点鐘と挨拶に始まり、早速RI会長ジェニフ
ァーE.ジョーンズ（写真右：カナダ・オンタリオ
州）さんの掲げるテーマ「イマジンロータリー」
に至るお話の中で「私たちがベストを尽くせる世
界を想像して」と呼びかけました。尚、次年度は
RI初の女性会長であり、併せて当地区初の女性ガ
バナーの誕生年度となります。
国際協議会での優先項目としてジョーンズさん

のロータリーに『Diversity～多様性～、Equity～
公平性～、Inculusion～包摂性～』：DEIを掲
げ、同じく久木Gエレクトにおきましても国際ロ
ータリーは変化への適応が急務と認識し、全ての
人が大切にされていると感じられるインクルーシ
ブな文化を創造するための手段であると謳ってお
ります。
地区スローガン「ともに紡ごう！ロータリーの

未来へ」に向け活動方針として、
①DEIを取り入れ、クラブの活性化
②ロータリーの奉仕のインパクトを広め、
公共イメージの向上

③クラブの戦略計画の立案と新たな事業の推進
④RLI（ロータリーリーダーシップ研究会）の推
進と新しいリーダーの育成

⑤ロータリー奉仕DAYへの参加
⑥ローターアクターと共に奉仕活動の拡大
⑦年次基金寄付ゼロクラブの達成
⑧ICT（情報通信技術）を利用して交流の輪を広
げる
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幹事報告 髙橋 義詔 幹事⑫
１．今月のロータリーレートは116円です

２．2022-23年度ガバナーノミニー（2024-25年
度ガバナー）の宣言について。
帯広西ロータリークラブ所属で泌尿器科医の

小谷(おたに)典之(のりゆき)氏に決定しました。

３．2021-22年度地区補助金奨学金の目録が届い
ています。対象者は北光学園から進学する2名
です。

４．地区補助金についての案内が届いています。
一定の基準を満たした事業について補助金が

支給される制度です。
締め切りが迫っていますが該当する事業計画

がある場合は申し出てください。

５．RI日本事務局、ガバナー会よりウクライナへ
の緊急支援について各クラブの判断での支援要
請が届いています。この後の理事会にて協議し
ます。

６．台北ロータリー親善会議福岡大会が5月6日
に開催。参加希望者は申し出て下さい。

７．4月6日に街頭啓発があります。

８．5月28日にIMが滝上で開催予定です。

９．本前会員が転勤されました。餞別をお渡しし
後任の入会もお願いしました。

＊例会終了後、理事会を開催します。

委員会報告
◇益井 伸也 親睦活動委員⑬
１．お手元に配布の通り、「日ハム応援ツアー参
加者募集！」のご案内をさせていただきます。
＊日時･場所 2022年5月14日㈯、札幌ドームで
14時ゲーム開始（対ソフトバンクホークス戦)。
＊参加費用 会員･家族1名当たり10,000円
＊宿泊費 自己負担（すすきのルートイン予定）
＊参加申込締切 2022年4月7日㈭事務局まで
2．2月と3月の結婚記念日･誕生日のご案内。
＊2月の結婚記念日、おめでとうございます。

奥山雅行君①
＊2月の誕生日、おめでとうございます。

本間克明君②
＊3月の結婚記念日、おめでとうございます。

棚橋 忠君⑤ 河原英男君④ 橋本政司君
前田篤秀君⑥ 渡辺 勉君③

＊3月の誕生日、おめでとうございます。
佐藤直也君⑧ 山田荘一君⑨ 藤田礼三君⑦
茶木義尚君

◇遠藤 利秀 社会奉仕委員長⑭
4月6日㈬10時から遠軽町安全安心まちづくり

協議会による｢春の全国交通安全運動に係る遠軽
町街頭啓発｣が実施されます。

4月6日から15日まで実施される｢春の全国交通
安全運動｣にあわせて行われるもので遠軽警察署
庁舎前で11時までの予定となっております。

多数の皆さんの参加をお願いいたします。詳細
は回覧しておりますのでご覧ください。
◇乾 淳 次期幹事⑰

次年度、幹事を務めさせて頂く乾でございま
す。1年間宜しくお願い致します。

私から1点報告とお願いを致します。
来る4月10日(日)旭川市において2022-2023年

度の地区研修・協議会が開催されます。
先日、出席義務者であります次年度の役員・理
事、クラブ奉仕部門の各委員長、地区委員の皆様
へご案内をしたところ、17名の出席を頂く事と
なりました。心より感謝申し上げます

また、今月22日より道民割が再開されました
事から、宿泊先へ問い合わせをしたところ、チェ
ックイン時の混雑緩和の為にも、事前に免許証の
写し、2回目のワクチン接種証明書の写しをホテ
ルに事前FAXして頂きたいとのことなので、宿泊
される方は、次回例会(31日)までに、事務局へご
提出頂きますようお願い致します。

なお、9日(土)の懇親会場につきましては、
GO-TOイートの食事券が使用できる店舗となっ
ておりますので、遠軽信用金庫様でまとめて食事
券を購入する予定でございます。

出発時間等につきましては、次回例会時にアナ
ウンスさせていた頂く予定でございますので、今
しばらくお待ちください。
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1月27日 41 38 31 81.6%
3月24日 41 38 30 79.0%

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：本間克明 副会長：黒坂貴行
会長エレクト：高井一博 幹事：髙橋義詔
会計：上田 稔 ＳＡＡ：前島英樹
直前会長：島田光隆 事務局員：岡本奈津美
◇1959年9月12日創立 1959年11月7日認証

2021-2022年度 国際ロータリー
会長：シェカール・メータ(インド)
第2500地区ガバナー 漆崎 隆(釧路ベイＲＣ)
第4分区ガバナー補佐 中津 一夫(滝上ＲＣ)

編集・発行：メディア委員会
委員長：東海林勉 副委員長：乾 淳
委 員：上田 稔 佐藤直也 西 清治

加藤幸徳 本前信之

ニコニコ ＢＯＸ 益井 伸也 親睦活動委員⑬
奥山雅行君 結婚記念日(2月) 5,000円
本間克明君 誕生日(2月) 5,000円
棚橋 忠君 結婚記念日 5,000円
河原英男君 結婚記念日 5,000円
前田篤秀君 結婚記念日 5,000円
渡辺 勉君 結婚記念日 5,000円
佐藤直也君 誕生日 5,000円
藤田礼三君 誕生日 5,000円
本前信之君 転勤のため 10,000円

2021-22年度合計439,000円
☆閉会点鐘：本間克明会長☆今月会報：西 清治委員

2021-22_26th-03

須藤順一
出席委員長⑱

ウクライナ情勢に関する
国際ロータリーからの声明

【RI日本事務局 財団室NEWS 2022年3月号より】

ウクライナと世界の人びとにとって、痛ましく
悲惨な状況となっています。

ロータリーは、ウクライナにおける状況悪化
と、人命の喪失および人道的苦難が深刻化してい
ることを深く懸念しています。ウクライナに対す
る軍事行動が続けば、地域の荒廃を招くだけでな
く、欧州と世界にも悲惨な結果が広がる恐れがあ
ります。

世界最大の人道支援団体の一つとして、ロータ
リーは「平和」を世界的使命の礎としてきまし
た。私たちは、国際社会とともに即座の停戦、ロ
シア軍の撤退、および対話を通じた対立解決のた
めの外交努力の再開を求めます。

過去10年間、ウクライナ、ロシア、および近
隣諸国のロータリークラブは、国の違いを超え
て、親善を推進し、戦争や暴力の被害者への支援
を先導する平和構築プロジェクトに積極的に取り
組んできました。私たちは今、この悲劇的な出来
事に直面しているウクライナのロータリー会員や
人びとのために祈ります。国際ロータリーは、救
援物資や支援を提供し、ウクライナ地域に平和を
もたらすために全力を尽くします。

国際ロータリー 25-Feb-2022

■第2510地区ホームページより；
「ロータリーのネットワークがウクライナ難民
に迅速な人道支援」（（https://rid2510.org/21
22/11980/ 参照 2022年3月25日））

ウクライナには62のロータリークラブと6の衛
星クラブがあり、その会員数は約1,100人です。
また24のローターアクトクラブがあり、その会
員数は300人以上です。第2232地区（ウクライナ
とベラルーシ）は、この危機の影響を受けた人び
とを支援するための委員会を結成しました。委員
会は、生活必需品を確保するための募金に乗り出
し、世界中のロータリー会員に支援を呼びかけて
います。

2021～2022年度 上期会計報告
会計 上田 稔 君⑮

2021～2022年度上期の収支会計報告を申し上
げます。

2月10日、西会計監査と共に、上期の諸帳簿等
につきまして確認を行いました。

お手元に配布の上期収支決算報告書の通りです
が、今期もコロナ禍の影響にて、例会の開催は4
回が休会と成りましたが、前期より1回多い開催
でした。

夜間例会は1回の開催に留まり、各項目に於い
て予算との大きな変動は見られませんが、収支決
算報告書では判りにくいかと思いますので、前年
度の上期と比較すると、収入に差異が見られるの
は、前期繰越金がプラス1,290千円、年会費が会
員の減少と後期分を併せて入金された方の減少に
てマイナス734千円、夜間例会負担金にて200千
円の減少となっております｡

収入全体では、94千円の増と成っています。
支出は、地区負担金が－112千円の減、大会費

にて前年度0でしたが、地区大会に役員・理事14
名の登録料にて＋1０3千円を計上し、例会費
は、夜間例会が減少したことにより、1,133千円
で前年度より－274千円の減。他の項目は、ほぼ
前期の決算額に添って推移しており、大きな差異
は見られません。

支出項目全体では、前期は、3,128千円、今期
は、2,701千円と約427千の減と成っており、普
通預金残高は、４,213千円で前期比、520千円の
増と成っています。


